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Abstract 
The office for promoting ICT education at Kanazawa University supports making ICT 
teaching materials to improvement of educational quality. Recently, “Active learning” 
and “Flip teaching” have attracted a lot of attention, and ICT teaching materials, which 
can be used for self-study, preparation and reviewing of the class, realize them. 
Especially, we support to make the version of ICT teaching materials to develop global 
human resources mainly. We have made fifteen teaching materials, English teaching 
materials for Japanese students and language teaching materials for foreign students so 
far. These include MOCC teaching materials that introduce activities of our university to 
the world. In this paper, we introduce contents of them and details of supporting making 
them 
 
 

. め  
近年、 学 は大学教育のグローバル人材の 的な育成を推進しており、金沢大学

はスー ーグローバル大学 生支援（SGU） 業・タ プ に採 されている。これに い、

金沢大学では「金沢大学 グローバル スタン ード（ ）の取り組みを推進してい

る。また、2016 年 3 からは、JMOOC（一 法人日本 ープン ンラ ン教育推進協

）にて学外にも幅広く教材を公開している。ICT 教育推進室では、アクティブ・ラーニン

グ、反転授業などに つ ICT 教材作成の支援を実 している。ICT 教材は のものも

くあるが、教員からは、 いにくく、金沢大学の教員や学生に な教材とはなりにくいと

いう がある。さらに、教員は自 の授業方法に合う教材の作成 はあるが、 用や

的な制 ・技術 などにより、自 で教材を作成しにくい状況にある。 こで、ICT 教

育推進室では教員の要 に え、実 の授業に つ ICT 教材作成の支援を 的に行 て

いる。2010 年度以降は、グローバル人材育成の推進を支援す く、日本人向けの外国語教材

や、留学生向けの日本語教材の作成支援を積極的に実 してきた。これまでに作成した教材

の くは「金沢大学教材データベース（eMuseum）」に され、要 があれ 作成 以外の

教員も利用できる。本 では、これまで作成した ICT 教材の中から、特にグローバル人材育

成を目指した ICT 教材作成支援について する。 
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. と  

 

.   
 

ICT 教材作成支援の募 は、毎年 5 6 に、学内の教員に し「 成 年度 授業用

ICT 教材作成支援」として公募（ には、公募実 年度が る）し、ICT 教育推進室の

にて 正な を行い、支援する教材を する。年度によ てテー が なり、

え 2008 年は ディアル教育教材を く採 し、2011 年度以降は「グローバル人材育成」

をテー にした教材を積極的に採 している。経済的な支援として、一教材あたりの は

50 を目 としている。募 教材の必 件は下記の 7 である。 

 
 は、正規授業の 、または、正規授業の であること 
 正規授業の教材、または、正規授業の自習用教材であること 
 ア ン ス ータルの学習 ステムを利用して公開できること 
 教材作成によ て 作 が に生 （ り）、 れを金沢大学 すること 
 年 31 日までに 成できること 
 ンや ンター ッ で学習できる 教材 
 金沢大学の の教職員が 利用できること 

 

支援が 定した後、ICT 教育推進室の教材作成 は、ま 、 の教員らと技術的

支援について ち合わせを行う。技術的な支援の 目は下記の りである。教材作成のタ

ムテーブル を に す。 

 
 教材のデ ン支援 

 ラス や の作成支援 

 アニ ー ン効果の 支援 

 レー ンの作成支援 

 作成支援 

 

  

 
 

など  教材

な と
など

メー ー の

8

教材の ー ー ー の
メー

教材 の の
の
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.  な  

 

教材の作成方法は の教員・教材・内容などによ て なるが、 くは、教職員が中心

となり教材の を作成し、ICT 教育推進室のスタッフが ンス ラク ンデ ン

に きデ ンなどを する。教材作成の 合せや連 は、 と どの 合 ールを用

いるが、必要な 合は による も行う。 教材は学習 ステム（ e Class）にテ

ス ースを作成し 作を する。 

教材作成の具体的な として、ま 、教員から された ord や PowerPoint デー

タ、 きの ラス などから、 ンス ラク ンデ ンに く PowerPoint フ ル

を作成する。教員から教材全体の ージやデ ンの要 がある 合は、 ンプルをいく

つか作成し していただく。PowerPoint を用いる大きな 由は、教材作成支援は 年度の

取り組みであり、年度が わ た後に内容の が必要な 合でも、教員自 が自ら ・

などの が可能なためである。 

PowerPoint データの かには、 きの ラス や を に、 .jpg や .GIF とい

た の ラス 素材を作成する。 で しにくい は PowerPoint のアニ ー

ン 能を用いて ー プで作成した を に 現することも可能である。必要

な 合はアニ ー ン GIF 素材を作成することもある。また、 度な （ え 3D

）素材や 英語の 正などは外注することもある。中には、教員が教材の素材のみを

し、予 の 内で作成作業の全てを 制作 など 外注する 合もある。 

レー ンの作成・ なども ICT 教育推進室で行う。これまでは、教員本人や学生ア

ルバ が レーターを ていたが、スタッフやスタジ の 保が しく、 作業にも

と 用がかさ ことから、教材作成の合 を るため、2016 年度からは 作成 フ

アを した。この 作成 フ アは 作が で、 度や ン ー ン

の はもち 、 用語を正しく ませる 能もある。この 作成 フ アで作

成した 素材は、 のまま PowerPoint に でき、アニ ー ン 作との 期も に

定できる。また、教員からの要 により レー ンに合わせた を することもあ

る。 

 

.3 と  
 

教材の作成年度と教材 、作成 の一 を に す。作成した英語教材、およ 、留

学生向け教材は、2010 年度は 1 件、2011 年度は 2 件、2012 年度は 2 件、2013 年度は 4 件、

2014 年度は 2 件、2015 年度は 3 件、2016 年度は 1 件であり、合 15 件であ た。 
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.  な と  

 

2010 年度に作成した「英語 ーディング教材（Kanazawa in Photo and ords）」（外国語教育

センター）の 要は、日本人学生が外国の方に金沢の や の と に するこ

とを するために、 的 かりやすい英語で語る教材である。教材 を に す。 
 

  
  

 

2011 年度、2012 年度には「 ・ のための実用 学・  英 教材 ow to interview, 

E amine, nd Listen to your patients ( E Ling)」と「 実習（ク ニ ル・クラーク ップ）

のための実用 学英 教材 Do s and Don ts-」（ 学 ）を作成した。 
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前 は、外国人 を する に英語で する 合の デ を中心にした教材である。

室での との が中心で、 ましくない や注 と、 い を で学

。教材 ージを 、 に す。 

後 の「英語による 指 」と「英語による 指 （ステップアップ ）」（ 学 ）

は、近年 向にある外国人 の、英語による 指 の正 な 方法を教材 し

たものである。 デ 教材の 成を に す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2013 年度は ICT 教材作成支援の募 テー を「グローバル人材育成を目指す教材」として

4 件を採 した。外国語教育 センター が を めた「グローバル人材育成を目指

す 教育用 e-Learning 英語教材」では、外国語教育 センターと 学 の英語教育

の外国人教員 2 が中心になり、金沢大学の学生に合う ICT 英語教材を作成することにな

た。教材 は 用の から授業 5 を作成することにな た。教材の を図 に

す。 

この教材作成では、学生が てわかりやすい教材作成を目指しており、作業に学生アルバ

図  

図    
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を 4 用した。全員での による 合せを に 1 2 実 し、作業の進 状況を

した。 やアニ ー ンは外国人の デ ーに外注した。教材は 3 までに

成し、2014 年度の授業に利用されている。主な利用方法は、ま 、e-Learning 教材で学習

し、 に授業を け、 度 e-Learning 教材で学習し、 テス を ける。この教材では、

語をク ックすると連語と 義語の 語 ス が に される仕組みである。2014 年

度には 2015 年度の授業用に 3 の教材を 作成した。 

2014 年度には の 検 ステム「OP C Plus」の 教材を作成した。「

1」「 2」「 用 」の 3 成であり、日本語 の か、留学生や外国人教職員のた

めに英語 を作成した。本教材は 生向け「 」（ ： 1,800 人）で利

用された か、 のフロアにある ンで できる。教材 ージを図 6 に

す。 
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2015 年度は 2 件の英語教材を作成した。1 件は地域連携推進センターと ICT 教育推進室の

協働により、本学の取組を全世界に向けて発信する初の MOOC（Massive Open Online Course）

用の教材として作成した”Living in armony with ature: Satoyama and Satoumi in Japan and 

orld “(自 と 生する生き方：日本と世界の ・ )である。教材の 成は、学 の

と教材 要のプロ ー ン デ に始まり、地域連携推進センターの教員や、能登

の の活 を推進している の が中心である。 義では、能登 での ・

を活用した自 と 生する地域 くりを う人材 成プログラムや，フィ ン・ル

ン での 田を利用した人材 成プログラムを て， をめ る と の 後に広が

る の可能 や， の のグローバルな連携について学 。教材制作は、 がベース

となる教材を作成し、ICT 教育推進室のスタッフがデ ンを し、 と 成教材

までの制作は、 の 制作 に外注した。本教材を するプラッ ホームは、富

が JMOOC（ ）公 プラッ ホーム「Fisdom（フィ ム）」として開 したも

のであり、 の 1 の を することとな た。教材のプロ ー ン デ の

ージ を 7 に、教材 ージを 8 に す。教材はす て英語であり、4 の授業では

毎 、英語のレ ー が された。 

 

  
  

  
 

 “Living in Harmony with Nature: Satoyama and Satoumi in Japan and World”  
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もう一件は、地域 学 が したもので、世界における能登・ の けを す

ることが可能な 法や、 のような 果の可 法およ 可 の 義などにつ

いて を めることを目的としている。 義 は ”Satoyama in Japan s oto and Kaga 

regions: Tools to visualize and analyze the spatial distri ution of ecosystem services”（能登・ を

中心とした の自 の みと人 の らし： みの と の を可 する

ールの開発）であり、本学の全地 的 と の ち を るという SGU の教育 の進

にも する。また、 の可 をめ る では、学習 の学習活 を活発

させることが期待でき、アクティブ・ラーニングを浸透させるうえでも 用な教材である。

教材 ージを図 8 に す。 

  
図 8 教材 “Satoyama in Japan’s Noto and Kaga regions: Tools to visualize and analyze 

the spatial distribution of ecosystem services”の教材イメージ図 
 
01 年度は 学域 デ ン学 の「 体 学およ 習」の教材を作成した。この

目は英語 であり，日英 の自習用教材（ 義要 の ジ ス ：予習用）と

して活用する目的で作成した。 教材について日本語 と英語 を作成した。日本人学生

が日本語教材で学 、 の後、英語教材で 英語を学 ことができる。 
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また，ベ ム・ホー ン 大学との ニングプログラム生として，現地で日本

語学習を行 ているベ ム人学生向けにも公開し，日本語による 目学習の 教材

として用いる。日本語でわかりにくい は、英語教材で することができる。教材の

ージ を に す。本教材では レー ン フ を用いており、英語 、日本

語 ともに、 に合わせた が される。 

 
 

  

 

.   

 
 これまでに ICT 教育推進室で作成した

ICT 教材や教材用の素材を、作成した教

員以外にも広く利用可能にするため、

2015 年度に「金沢大学教材データベース

（eMuseum）」（Educational and Electronic 

Museum for e-Learning）を作成した。利

用 は、ア ン ス ータルにログ

ン後、 ンク ニ ーから「教材デー

タベース（eMuseum）」をク ックする。

“eMuseum”の ップ を に す。
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.   
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このデータベースは、ICT 教育推進室が作成を支援した教材だけでなく、金沢大学の教職員

が自ら作成した教材を自由にアップロード可能であり、英語教材や教材用の素材などが幅広

く活用されることを期待したい。 

 

3. まとめと課題  

 

ICT 教育推進室では、毎年、公募により正規授業の教材、または、正規授業の自習用教材

の作成を経済的・技術的に支援している。毎年、公募開始前から問い合わせがあるなど、教

材作成支援体制が学内に浸透していることが伺える。近年は特に、金沢大学が推進している

グローバル人材育成を目指した仕様の教材作成を中心に支援しており、これまでに作成した

教材のうち、日本人学生向けの英語教材と留学生向けの語学教材は合わせて 15 件であり、正

規授業などで利用されている。この中には、地域連携推進センターと協働で作成した、本学

の取組を全世界に向けて発信する初の MOOC 用教材も含まれる。なお、今後は、教材の利用

状況や効果について検証する必要がある。 

さらに、2015 年度には、教材を作成した教員以外の教員にも利用可能にするため、「金沢

大学教材データベース（eMuseum）」を制作し、これまでに作成した教材を登録した。 

ICT 教材は、近年、「アクティブ・ラーニング」「反転授業」という教育方法が注目されて

いるが、自主的な予習・復習に活用できる ICT 教材は、これらを実現する方法の一つであり、

本支援にて作成した ICT 教材の活用を期待したい。 

なお、ICT 教育推進室では、2017 年度以降も ICT 教材作成支援を行う予定であり、グロー

バル人材育成を目的とした教材を積極的に採用することを検討している。ICT 教材作成支援

の具体的な内容については、下記アドレスのお問合せフォームをご利用いただきたい。 

https://contactus.cis.kanazawa-u.ac.jp/authentication/inquiryform.php 
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